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労働安全衛生法違反容疑で書類送検 
～地山の崩壊等による危険防止の措置等を講じていなかった疑い～ 

 

佐世保労働基準監督署（署長 熊崎 啓代）は、本日、株式会社福伸建設工業、同社代表

取締役Ａを、労働安全衛生法違反の疑いで、長崎地方検察庁佐世保支部に書類送検しまし

た 
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本社所在地：長崎県佐世保市松瀬町 

事業内容：建設工事業 

（２）代表取締役Ａ 

 

２ 違反条文 

 被疑者株式会社福伸建設工業、被疑者Ａともに、労働安全衛生法違反 

労働安全衛生法 第２１条第１項（事業者の講ずべき措置等） 

労働安全衛生規則 第３６１条（地山の崩壊等による危険防止の措置等） 

同法 第１１９条第１号（罰則） 

同法 第１２２条（両罰規定） 

 
３ 災害の概要 

 令和３年３月２２日、長崎県佐世保市椎木町内の佐世保市発注の下水道管布設工事現場

において、縦約５．４メートル、横約０．９メートル、深さ約２．８メートルの掘削穴の中で、株式

会社福伸建設工業の労働者Ｂがはつり作業と土止め支保工を設ける等の作業を行っていた

ところ、午後０時頃に掘削穴の壁が崩壊して、労働者Ｂが生き埋めとなり死亡するという災害

が発生しました。 
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佐世保労働基準監督署発表 

令和 ５年 ２月 ９日 

【事件の概要】 

令和３年３月２２日、長崎県佐世保市椎木町内の下水道管布設工事において、深さ約２．８メー

トルの掘削穴に労働者を立ち入らせ作業を行わせる際、土止め支保工を設ける等の地山の崩壊

等による危険防止の措置が講じられていなかった疑い。 



 

４ 被疑内容 

 労働安全衛生法では、地山の崩壊又は土石の落下により労働者に危険をおよぼすおそれ

のあるときは、あらかじめ、土止め支保工を設け、防護網を張り、労働者の立入りを禁止する

等当該危険を予防するための措置を講じなければならないと規定されていますが、災害発生

当時、このような地山の崩壊等による危険防止の措置等が講じられていなかった疑いがある

ものです。 

 

 

５ その他 

 長崎県内では、令和３年１月から１２月までの１年間に９件の死亡災害が発生しており、そ

の内７件は建設業において発生しています。 

 死亡災害に占める建設業の割合は依然として高く、労働基準行政として臨検監督をはじめ、

労働災害防止団体及び発注者との建設現場合同パトロール、集団指導等あらゆる機会を通

じて指導してきたところです。 

今後も法令違反により死亡等の重篤な労働災害を発生させた事業者に対しては、司法処

分も含め厳正に対処していく方針です。 

  



 

（参考） 

 

○労働安全衛生法 

（事業者の講ずべき措置等） 

第２１条第１項 事業者は、掘削、採石、荷役、伐木等の業務における作業方法から

生ずる危険を防止するため必要な措置を講じなければならない。 

（第２項 略） 

 

（罰則） 

第１１９条 次の各号のいずれかに該当する者は、六月以下の懲役又は五十万円以下

の罰金に処する。 

一 第十四条、第二十条から第二十五条まで、第二十五条の二第一項、第三十条の三

第一項若しくは第四項、第三十一条第一項、第三十一条の二、第三十三条第一項若

しくは第二項、第三十四条、第三十五条、第三十八条第一項、第四十条第一項、第

四十二条、第四十三条、第四十四条第六項、第四十四条の二第七項、第五十六条第

三項若しくは第四項、第五十七条の三第五項、第五十七条の四第五項、第五十九条

第三項、第六十一条第一項、第六十五条第一項、第六十五条の四、第六十八条、第

八十九条第五項(第八十九条の二第二項において準用する場合を含む。)、第九十七

条第二項、第百四条又は第百八条の二第四項の規定に違反した者 

（第二号～第四号 略） 

 

 

○労働安全衛生規則 

（地山の掘削作業による危険の防止） 

第３６１条 事業者は、明り掘削の作業を行う場合において、地山の崩壊又は土 

石の落下により労働者に危険を及ぼすおそれのあるときは、あらかじめ、土止め支

保工を設け、防護網を張り、労働者の立入りを禁止する等当該危険を防止するための

措置を講じなければならない。 

 


